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二
〇
二
〇
年
一
二
月
八
日
の
厚
生
労
働
省
の
発
表

に
よ
れ
ば
、
北
海
道
の
高
校
卒
業
者
に
対
す
る
求
人

数
の
減
少
率
は
一
四
・
四
％
で
あ
っ
た
（『
北
海
道
新

聞
』
二
〇
二
〇
年
一
二
月
九
日
）。
ま
た
、
今
春
に

就
職
を
希
望
す
る
札
幌
地
域
の
高
校
卒
業
予
定
者
の

内
定
率
は
、二
〇
二
〇
年
一
一
月
末
時
点
で
は
六
一
・

七
％
で
あ
り
、
前
年
同
期
を
一
六
・
六
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
て
い
た
（『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
二
一
年
一
月

一
四
日
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
が
、

少
な
か
ら
ず
高
校
生
の
就
職
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
企
業
の
採
用
活
動
開
始
が
例
年
よ
り

も
一
ヶ
月
遅
か
っ
た
こ
と
、
札
幌
地
域
の
有
効
求
人

倍
率
が
三
・
九
四
倍
と
高
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な

ら
ば
、
規
模
や
業
種
に
執
着
し
な
け
れ
ば
内
定
は
得

ら
れ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
採
用
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
あ
ら

た
め
て
内
定
率
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
職
場
定
着
率

向
上
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　
昨
年
の
卒
業
生
ま
で
九
年
連
続
で
就
職
内
定
率
一

〇
〇
％
を
達
成
し
て
い
る
道
立
高
校
を
取
り
上
げ
、

そ
の
就
職
指
導
内
容
を
紹
介
し
て
い
た
記
事
を
、
筆

者
は
目
に
し
た
（『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
二
一
年
二

月
八
日
）。
面
接
指
導
に
最
も
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、

応
募
書
類
の
添
削
指
導
を
徹
底
的
に
繰
り
返
す
。
教

員
一
丸
と
な
っ
た
熱
心
な
指
導
体
制
が
敷
か
れ
て
い

る
高
校
で
あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
就
職
希
望
の
生
徒
が

内
定
を
得
て
自
身
の
希
望
を
実
現
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
本
人
の
努
力
に
加
え
て
、
高
校
側
の
手
厚
い

指
導
・
支
援
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
大
学
も
同
様

で
あ
る
。
大
学
大
衆
化
時
代
に
あ
っ
て
は
、
就
職
内

定
率
が
受
験
生
や
保
護
者
の
大
学
選
択
の
基
準
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
現
実
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
内
定
と
は
何
か
と
考
え
る
と
き
、
そ

れ
は
働
き
始
め
る
入
り
口
に
立
っ
た
だ
け
で
は
な
い

か
。
職
業
人
生
に
お
け
る
た
だ
の
一
通
過
点
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
経
済
的
自
立
は
誰
も
が
認
め

る
働
く
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
大
切
な
こ

と
は
、「
働
く
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
に
役
立
ち
た

い
と
い
う
純
粋
な
心
と
、
自
ら
を
成
長
さ
せ
て
い
く

向
上
心
を
持
ち
続
け
る
」こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

軽
率
の
謗
り
を
免
れ
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
敢
え

て
言
う
な
ら
ば
、
た
と
え
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、高
校
生
は
絶
対
的
な
意
味
に
お
い
て
、

仕
事
の
本
質
に
関
し
て
理
解
度
は
低
い
の
で
あ
る
。

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、高
校
生
の
離
職
率
の
高
さ
、

言
い
換
え
れ
ば
定
着
率
の
低
さ
に
対
し
て
、
有
効
な

改
善
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
全
国
平

均
三
九
・
五
％
に
比
べ
て
北
海
道
は
四
四
・
六
％
と
、

高
校
卒
業
後
三
年
以
内
の
離
職
率
が
高
い
。
特
に
女

子
は
ほ
ぼ
二
人
に
一
人
の
割
合
で
離
職
し
て
い
る

（
北
海
道
労
働
局
）。こ
の
よ
う
な
現
状
を
直
視
し
て
、

筆
者
の
私
見
を
二
点
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
一
点
目
は
、
高
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
再
検
討

す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
極
論

す
れ
ば
、
北
米
系
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
理
論
踏
襲
型
教
育

で
あ
る
。
社
会
風
土
や
雇
用
環
境
が
異
な
る
日
本
、

ま
し
て
や
就
職
で
は
地
元
志
向
が
強
い
高
校
生
に
有

用
な
教
育
内
容
な
の
か
。
高
卒
者
の
離
職
率
を
見
る

な
ら
ば
、
筆
者
は
疑
問
で
あ
る
。
日
本
人
主
体
の
組

織
の
中
で
働
く
た
め
に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
か
、
関

係
性
や
社
会
性
を
養
う
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、
有
為
な
人
材
に
な
る
た
め
の
仕
事
へ
の
取
り
組

み
方
と
は
等
々
、「
実
学
」
を
、
教
員
が
普
段
の
高

校
生
活
の
中
で
伝
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

現
状
で
は
、　
経
済
産
業
省
が
提
唱
し
た
社
会
人
基

礎
力
が
一
つ
の
指
針
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
日
常

の
授
業
の
中
で
意
識
し
て
身
に
付
け
さ
せ
る
。
た
だ

し
、
教
員
の
力
量
・
手
腕
や
人
間
性
が
問
わ
れ
る
。

　
二
点
目
は
、
学
校
推
薦
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
一

人
一
社
制
」
と
い
う
慣
行
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ

る
。
北
海
道
で
は
一
〇
月
末
ま
で
一
人
一
社
、
一
一

月
以
降
は
一
人
二
社
ま
で
応
募
で
き
る
。
企
業
と
し

て
は
採
用
活
動
が
簡
素
化
で
き
、
高
校
と
し
て
は
教

育
面
へ
の
影
響
を
最
小
化
で
き
る
利
点
も
あ
る
。
だ

が
、
リ
ア
リ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ク
や
イ
メ
ー
ジ
・
ギ
ャ
ッ

プ
に
起
因
す
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
止
す
る
上
か
ら

も
、
複
数
社
応
募
に
切
り
替
え
て
、
高
校
生
に
比
較
・

選
択
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
高
卒
者
の
早
期
離
職
抑
止
に
は
、
高
校
・
企
業
・

行
政
の
三
位
一
体
型
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
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